
島l興学ことはじめ(二)

一応興経済社会の特性と可能性一

嘉数 将

( 11¥1立拶湖科技大学特日教授)

l.Jみのrllij.j定性

2.粁済発展の可能性から比た山棋の特性

( 1 )資源の狭小性

( 2 )市場の狭小十1:

( 3 )胤艇の不経消十1:

( '1 )愉人超過続消(世性的な貿易赤ri:)

( 6) [，い、人L1流動(移以 .IIi掠)

( 7 )尚いサービス産業依存

(8 )観光一烏棋瑚政業

( 9 )肥大化した政府 (00/¥・公的支出依存)

(10) i'，lJコスト経済(物流コスト ・輸送リスク)

(1 1 ) モノカルチュアi'1~/ 1:)帯 ・ 愉山構造

(12)脆弱な生態系

(13)他民地化の泣産

(14)問境の島一機会かそれとも脅威?

(15)向棋海洋(海底)資源は救世主か

3.小さいことはよいことだ (Smallis beautiful) 

1 .島の両義性

トーマス ・モアは.rユートヒア(Utopia)J
(1516{ド)で. どこにもイがイI:しない (nowhere)

坦!乱!の「新しい島Jをfill-こうとしたe シェーク

スピアの fテンペスト (Thctcmpest)J (1611 

年)も.イギリスの来てに似附する孤島.パ

ミューダぬをモデルにして-.fITtのユートピア物

語を拙写したと言われている カール ・マルク

スを始め.経済学者がよく引用するダニエル ・

デフォーの fロビンソン漂流記J(l719年)は.

無人向にiJRnし独力で生活を切り開いていく

ロビンソン・クルーソーの物析だが.マックス・

ウエーパーが fプロテスタンテイズムの倫理と

資本主義の精神J(l905{ド)で論じたように，
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混沌とした人類社会の到達すべき一つのモデル

像を提示している。これらの著作で.島はl目立初

文lPJの始まりであるとIriJ11れこ.未来創造の版別

にもなっている。

19世紀後半にロパート・ルイス・スティーヴ

ンソン (RobertLouis Stevenson)によって f

供向けに書かれたじ主品 (TreasureIsland) j 

(1883年)は.日に|則する.多分最初の|世界的

なベストセラ-¥1険小説である。これに続く.

1960年代のイギリスの人気テレピ番組 rThc

Beachcom beJ吋で・制ピーチ漂流者(品フェッ

チ)が話題になった。Uノドでは.同じく 1960年

代に.ニューカレドニアのウベア烏を舞台にし

た.森村桂の旅行記 fぷ問にいちばん近い向j

(1966年)がベストセラーになり.その後映llhj

化もされて.ぬの米I~d的なイメージをふくらま

せた。

梨空のイメージではなく.品々を旅し.向の

暮らしやすさをアピールする旅行記もある(斎

藤潤， 2008年)。品足敏雄の「ヤボネシア品j

(岡本Jよく徳. 1990fド)や 「辺境の逆転論J(指数

作. 1995年)も品々が肱つ新たな可能性を心

峻しているとも行える 民俗学的には.柳川

凶男の f海上の迫J(1961年)などが広く，沈ま

れ.自由でロマンにi持ち満ちた古代の f悔の旅

人 (seafarers)Jを述怨するきっかけとなった。

これらの「物話Jを泊して.島々は現なのイン

ターネットのように.rタトに聞かれたよ どこか
らでも.いつでも.どこにでも「つながる」広

大な海のネットワークで結びついたオープンな

米来創造型の経済社会であるとのイメーシが形

成された。

しかしその反lUi.)みでの実際の牛j百戸{と狐

ι性を反映して.r}みちゃび(痛み)J. r 向~ }~

苫J.rシマンチュJ. または「烏棋シンドロー

ムJで表現されているように.外界から附絶し

た辺境的.伝統的. I~j$l't的な社会経消のイメー

ジも|吋i時に述1f!されてきた。|吋谷公での rJ:~の
精神認J(1981年)によると. r実際.~を旅し

ていていつも感じるのは.ぬの孤立ということ

だ。ぬは.この孤立という状態から逃れること

ができないしそれは. )みの非らしの一切をJ支配

し.島の人々の行為と心JlI!に波い影を怖として

いる。孤立は.ぬにとって不治の病いである。J

孤島苫については.何本常一 f符本常-J4:竹:

~4 :日本の離応.都 l集J(1969年)，小(.:

正任 f品痛み:沖純の離ぬに生きるJ(1985if). 

谷川健一[孤ぬ文化z命J(1972)，三木健 firll糾!. 

柑表炭坑史J(1996{ド)などの多くの文献によっ

て実証的に紺i写されている。新川明は才'11.:r新
出向風土記J(200511:)において.八一.TI:山..YiJ:~ 

における過酷なJI・収作.r流刑Jの歴史，孤応
の快活者を活写すると I.;Jll年に.何般t~かな向Ull

文化がこれらの孤ぬで花咲いたかを考察してい

る。同じ八五111.1青山でも.本島から離れるにつ

れて「孤島fqJ は・!付厳しくなる。 日本の.ll~，ti 

端有入品である波H(~IIIJ は. 11リJI時代は死刑に次

ぐ重罪人の流川地であった イスロマニアに近

い池津夏樹 (2oo51nは， rQは一本の汀線に
よって海や外界としきられているのではなし、

年輪状のいくつもの輪によって.等高線で拙か

れた地図の山のように.幾.f(にも隔てられてい

るのだJと.山々の多掠で.TtJI'1的なありように

ついての深いか]察を行っている。

品のイメージは.この判11.えする f両義ttJを
k映しており.いずれのは方も主しいと訂え

る このてっの比)jが4引がしお藤を繰り返し

てきたのが多くの向の共通の特質であるι この

1M ~定性ゆえに， ):~は近代文明の中心剖iから離れ

た「辺境JとしてJ乱i龍されると同時に.新しい

加
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文IPJを生み出す 「フロンティアJしての役湖も

期待されてきた。このフロンティアを求めて.

南太干洋の人々は.小さなカヌーで何万キロも

旅をしたの 2007{r~1月に沖縄の糸満に寄港して

話題になった 「ホクレアサ (ハワイ誌で"幸せ

の星 (Hokulc'e¥)" J は. 僻羅.主針針|十.盤もなカか、つたH

に.風と海流， ibH~ ， J込をJlinりに航海しハワ
イアンの組先.占代ポリネシア民族の弱気と英

知のシ ンボルになっている。

島観経済社会の特質を 「一般化Jすることは

|羽離であり.また十|的によっては危険でさえあ

る。「ぬ棋経済Jに.例えば前述のように， r海
洋に凶まれた人I1100万人以下の経消」 という

測定可能な定義を与えたところで.使究的には

ともかくとして.実質的にはほとんどな味をも

たない。 さらに.人nl∞)j人の品棋同と 1Jj 
人足らずの 「超ミニ同家」とでは経済社会のあ

りょうは大きく民なるはずである。また大陸の

一部であるプータン£図.サンマリノ共和凶.

遺慣性 海洋性

モナコ公同等のミ ニ|司家と小品瞬間とのキIl.i♀も

それ根でもないかも知れない。

2，経済発展の可能性から見た島艇の
特性

向社会の特質については.すでに多くの文献

がある (詳しくは， United Nations Economic 

and Social CounciJ : UNECOSOC， 19751ド;必

数作，1986年:Kakazu， 1994年:Royle， 2001 

11~参照)。一般化の限界を本知lの上で.経済社

会的視点から.敢えて主要特質を抽出すると以

下の凶の通りとなる。

( 1 )資源の狭小性

品棋経済の一大特質は天然及び人的資源の賦

存11:及び種額が呂:しく!出られているため.当然

ながら経済活動そのものが多様性を欠き.第 4

次雌業に依拠した白給日比的経済にけんずる

か 1-2のぬ特イイの輸出資源に 「特化Jする

狭小性

互主ー
海よ交通の要衝

マ4主主一
天候リスク

77A I 
3ンセンサスが得やすい

巨王国
鐙磁のS虐
.インフラコスト

{符に交通・通信)

主漢市織への
アクセス不便

デジタル・デパイド

異文化交流の仇Icway
笠宮な海洋資源

1. 資源 ・iti!Jl. ~見Iiの狭小性
2.繍人組過終演(慢性的なy(jI， 1.かす工}
:30 高い人口流動 (#L~ . 1111事}
4.サーピス{D.ゑfI<(f (泌外送金、観光}

出所.敏聖書

流動性(新陳代制}

国演問題・危担量管理リスク

共同体的級将(ユイマール繍縛}

"Small民 bcauhfuT'

循環~社会の実殿場
生活情報の共有

13'1t3コ
繊領・範飽の不経済

.コスト経済

脆弱な生懸系

分.の図量E性
分断された前編

伝統的価値鰻

{内向志向、土地共有制}

民簸問題

プラス、マイナスを含むその他の締役

5. I恒人化した政府
6，モノカルチャー絡続
7.脆吻，i":t11→態系
!l. Uili::地(tJ泊旅

10. 地政学的イif11性とリスク
11. 原初的般か~ (:急迫!に~朱}
12. 'l'.物多隊t'1
13. チャンブルー(混合)文化

図2-1:経済発展論的視点から見た島棋の主要特性
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か.あるいは観光やオフショア・ビジネスなど

のぬの特牲をi;riかしたサービス産業に特化して

外貨を稼ぐかである。資源及び市場の狭小t'l:

が尚い輸送コストをfl~ うとき， c. p，キンドlレ
バーガー(l~年)のいう「経消の転換能)JJ

は特しく制約を受けることになる。人nl∞)j
人以下の島で. I~ }JでJ:業化に成功した国はほ

とんど見当たらない。後述するように.ほとん

どの島艇r!lは産業党誕のエンジンとも言うべき

製造業を欠き. 一次とて次産業に偏重した構造

となっている。むろん.ハワイやカリプ海に浮

かぶケイマン日青山，パミューダ諸島のように.

サービスを「輸IIUして. Llt界トップクラスの

生活水準を謡歌している品々もあり，士業の欠

如が必ずしも経済停滞・後進性を意味するもの

ではない。

(2)市場の狭小性

アダム=スミスは rr司自論J(1776年)の'11
で.経済発展の述}立は分業の進展によって決定

されるが，分業はまたJ!j場の大ききによって脱

定されるとしている。rli坊の大きさを何でもっ

て測定するかについては純々の議論があるが.

4 応「人口×所得水市Jと考えてよい。特に生

産技術が遅れた続消発誕の初期段階では.1民1-1'，

1M積 (資源)と人r1脱税が市場の大きさと発脱

j単位を決定する最もifi咲な史家である。このこ

とは人円大1"1である"qJiIとインドがいち早く党

以し.世界文明の発作の地になったことでも尖

討されている。むろん州大凶はその後.技術市

新を伴わない抵的発桜の限界に直面した 小島

棋凶は島内J!i場が狭小ゆえに.分業による料消

il~'動の fì菜化j と「多織化J が進展せず.経i舟

発民へのオプションも|出られたものになってい

る |担られた資源に対する人IIJ..t力の増大と.

人々の生活を段かにしたいとする「期待附大革

命」は.必然的にこれらのぬ棋同をして外界に

大きく l調肱せしめることになる。

近代経済学の「父JA，マーシャルは. rPri~ 

貿易諦J(1919年)において.島棋住lの貿易依

存度が高いのは'ji，に生産資源の制約によるだ

けでなく.面積に比して海外と接触しうるフ

ロンティア部分が大きいからだと説明してい

る 。 経済の IJ~J肱度，成いはfTH1依存度(凶内総

生陀 (GDP)対する輸入額)は.経済胤棋が

小さければ小さい利その比本は高まる傾向にあ

る。後述するように.生産コストがその規模に

大きく左右される工業製品の輸入依存度(輸入

GDP)は特に尚く.KG麟経済は「輸入依存

型J経済と宍える。これは経済規模が小さけれ

ば小さいほど.愉人によって打曜を受ける業科

が少なく.市場開放政策が取りやすいのと!日JII.J

に.以下で見るように.ODAや海外送金の受

取などの海外からの資金流入により.輸入を下

、'i(ファイナンス)する下段があることが??jit

にある。

(3)規模の不経済性

「規棋の不経済竹 (discconomiesof scalc) J 

はおそらく品慎経消発hも誌の中で最もs議，aされ
てきたテーマのーつである (Kuznels，1960年:

Kakazu. 1994イド参moor生雌焼模が小さくな
ればなるほど中産物'1'1.位当りの生産コストは11i.4

くなる」というのか胤般の不経済性の合ぷだ

か.それは生産活動のみならず投資.ift1t交

通.輸送.教育.州究開発.行政サービス守あ

らゆる分野で観察されているι 特にけi坊・が狭小

であるばかりでなく， 1"11人JJ!i場そのものが無数

の品々よって分断され， しかも長安rlj場から制

絶している述陥小山帆地械では.規模の不幸引所

。。
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性だけでもあらゆる経済的優位性を打ち消して

余りがあろう。

しかしながら.胤模の不経済性に関する実証

的分析は帳めて乏しい。データはやや古いが.

規模の不経済性に閲する典型的な例として，参

考までに沖純における島棋地域別発電コストを

比較した(閃2-2)0 1キロワット/時の本

島の電)Jコストをl∞とすると.宮古 ・八重山

158，離島全体178，周辺ミニ離島は本島のじつ

に3倍近くの297となっている。発電には規模

の大小にかかわらず.発電機，送電線などの一

定の設備が必要であり，規模による単位当たり

の発電コストの若は.常識的にも理解できる。

しかし発電嵐模を際限もなく拡大すれば.単位

コストも際限なく低下するとはあり得ない。そ

れぞれの需要況に応じた「最適発電嵐模Jがあ

るはずである。この披適規模を超過すると単位

コストとは逆に t奔すると牟えられる。図2-

2の発屯規模と発活コストとの関係はイギリス

のシルバーストン (Silberstone，1959)によっ

て定説化されたため.rシルバーストン曲線J
とよばれ.自動車産業で古から観察されている

続験法則である(マクシー・シルパーストン.

1965年参照)。南太平洋島幌国でも.比較的規

模の大きいフィジーのキロワット/時吋たりの

産業用電気料金は，ニュージーランドの実に5

発電:I'::U
'剛'/H(円】 沖縄の島峨鰻4抑j捻電コストの比鮫、 叩80~草

引 5

30.9 

275 

17・
190 主制o (8過，電電IIII)

. (lOKw/H) 

酒U:沖縄電力IINよリ作J;t

倍強になっている (Chaudhari，1995年)。

発電コストを反映して島ごとに電気料金に差

をつけているハワイと異なって.沖縄では島ご

との格差はなく. I料金プール制」によって全

島一律の料金体系になっており.離島の高発電

コストを県民が等しく分担しているo ~然.離

島の発電収支は大幅な赤字である。発電規模に

加えて.離島発i.uが高コストであるもう一つの

大きな理由の一つに.広範囲に小規模離島が散

在しているため.本上のように共同の送電線を

利用して電力の融通がきかないことが挙げられ

る。これは多分どの島棋地域でも同様であろ

う。ただ近年は.風力.太陽光.バイオマスな

どの自然エネルギーの普及.スマートグリッド

などの技術革新により.島のサイズに適した多

様な「エネルギー湖、ミックスJの開発も急ピッ

チで進展している。

発電コストのように，規模が小さければ小

さいほど単位発電コストは高くなるが，これ

は規模が大きくなればなるほど「規模の経済

性J.つまり単位当たりの生産性は.最適規模

までは高くなることを怠味する。関2-2の布

側は. 日本の製造業における規模別就業者一人

当たり名同付加価値生産性を示している。就業

者9人以ドの零細企業の生産性は.100-299人

規模の約半分で. 1，000人以上規模のじつに3

‘{'  ~，~ ~，~ ~，~ # ~ # #'品V
t("J ~'・ -f( ダダダダグf ダグヤ

資拘 '8本統計年111. (201.匁}より作Iil.係資fJlltrエ鳳統計飼蜜J. 

図2-2:規模の経済の例示(電力と製造業)
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分のl程度である これは fill:産効果Jとして

市くから向動車産業などで礎んに議論されてき

たが.製造業に限らず各純のインフラ鞍備.tz
jはサービス業，行政などの分野でも妥吋する

概念である。むろん足度効果ーのみを求めると小

島艇の経済は成り立たないハ後述するように.

批産になじまない向オンリーの高付加価値生産

物およびサービスの開発，小規模のメリットを

活かした「脱焼模」の産業 ・生活体系の併構築

が求められる。

(4)輸入超過経済 (慢性的な貿易赤字)

容易に想像されることであるが.品棋経済は

下分以上を占め.比較的脱般の大きいモルデイ

プも 5割近くを11jめている。資源輸出i孟|である

ソロモン諸島は亦字削が小さく.貿易収支はほ

ぼ均衡している。旬以1収文から見る限り，れl'純

は典型的な烏棋経済とJえる。むろん.貿易収

支の赤字は.経済発展段階とも密接な関係があ

り.経済大同といえども発展の初期段階と成熟

段階では貿易収支か亦下になる傾向がある 日

本の貿易収支も戦後村くは赤字を記録し，過去

、ド世紀近くは1ft界がうらやむ出字凶だったが.

経済の成熟に伴って枇近は点字国に転落してい

る。

二.三の商品を移輸111しおおよそあらゆる商 (5) fROT経済jー貿易赤字をいかにファイナ

IV』を移輸入している。その結果は慢性的な商Ifll ンスしているか

貿易収支の赤字である。人L11∞万人以下のア しからば烏棋純消は.拡大する貿易亦7:をい

ジア開発銀行 (ADB)加盟島棋同のすべてか かに清算 (ファイナンス)しているのか』純消

貿易収支 (サービス貿易を除く )の赤字をぷ鉱 によって若ずの追いはあるが.その主役は海外

ししかも経済成長に伴って赤字幅は拡大し 送金の受取.観光収入政府開発援助 (ODA)

てきている (凶2-3) 起ミニ経済であるツ 或いは中央政府からの財政移転受取である。サ

パル.パラオ共平11同の点字額はGDPのじつに モアを例にとると， fl劫赤字の大半は海外!日;

.10.0 ・・

ー20.0 ・

.30.0 .-

"0，0 

・50.0・-.. 鳳・51.2・50.1 ・48・9 ・-48.1

~O.O 

~，2 -43.2 
・4&.9

.22.5 

L:てP 今ペJ1ゃ φ32ぷぷぷ♂ポ、、、，y，-$(，' -<)~.. :.-1þ'~~~令手 J♂っtf￠fF
，，1 -'-η(j'、，a/ -v

111所:ADB. Kcy Indicator、.2012，沖縄県nr.u~粁i九!I}):Jより作成
図2-3:沖縄及び主要ADB加盟島幌国の貿易赤字 (対GDP比)，2011年

一 割 ー



jゐ棋ヂことはじめ {二)

1!: -r.-からの海外送金によ って賄われ.観光収

入， ODAの順にシェアを Iliめているが， 11止近

は観光収入が海外送金を追い i二げつつある (1ヌ1

2 -4)。むろんODAもJ1l:要な点字補jJ'lの財源

になっている。サモアの場介.この3つの海

外からの収入源 (ROT= Remittancc + ODA + 

Tourism)によって.貿易赤字を埋めて余りが

ある。他の品棋経済も概ねサモアと|司織な貿易

収支構造である。

(6)高い人口流動(移民 ・出稼)

ぬ棋経済によ って.点字補正iの主~財源は異

なる。移民あるいはtH稼ぎによる島への送金

は，品棋経済にi呪らず.フィリピンなどの特に

若年労働)Jの控目な発脱途上院|においても!よく

弘られる現象であるが.低所有Þ~b棋経済ではこ

れが顕著に現れるの一人当たり所得が3千ドル

弱のサモア. トンガでは， GDPのじつに25%

強が海外送金の受取である。ツパル，キリパ

ス. ミクロネシア述邦でも海外送金の役割が明

大しつつある。サモアはすぐ隣にある所得水準

の高いアメリカ領サモアへの移民 ・出稼ぎ. ト

ンガも隣のニュージーランドへの移民・出稼ぎ

百万米ドル

“)0 
500 

ω。」

じ 20側3
T 

が占くから常態化しているという7T鼠がある。

米間と「述合協定 (コンパクト)Jを締結し

ているパラオ. ミクロネシア述~I~. マーシャル

共和l五iから米国領への移民 ・11¥稼ぎも増加傾向

にある。同じミクロネシア地域に属するアメリ

カ領のグアム.サイパンなどは. 一人士iたり所

得が周辺の応棋医lより棉段に高いため.逆に

フィリピンや周辺のぬ棋l重から多くの移氏 ・/lj

椋ぎ労働者が流入している。戦前の貧しいれ11純

から.11本統治領のこれらのミクロネシア地域

に多くの出稼ぎ労働者が押し111されるように11¥

帆して.故郷に送金して貿易点字の大半をまか

な っ ていたのといj織な姿が.今 11 の貧しいよ、I~

洋向凶でも観察される (京数啓， 1983年参照)。

比較的所得の低い向棋地域から向い地域への

移民 ，11¥線ぎ労働者の流/l'，は，たんに外貨を稼

ぎ貿劫亦乍の改善に役立っているだけではな

く，小島棋経済の人11圧力を和らげ.失業率を

下げるク ッションの役割jも来たしている。i院前

の沖縄のように.移民流出の多い品棋地域は.

人口の白然~を社会減で相殺して.人11の定常・

状態を維持している。むろん.多くの調査が指

摘しているように.人口流出はどの地域でも経

ROT 

tL ROTーが排外A基金受lU(Rcmitlanccs)+ OOA +観光受取(Toぽ訟mlnco間)
IHI1T:八DB.Kel' JndicalO円 (2010)より作成，

図2-4:貿易赤字はいかにフィナンスされてきたか(サモi'のケース)

-85 -



Jゐ慎研究第 16サ

サービス生産 (8)

82 

S， A 

G， C2 
農・型選造業 (C)

図2-5:モノの生産からサービス業ヘ

消の判い下である~'，;{F附でしかも比較的ザ:1がの

111jい肘に偏っており.山の活性化に必震な人

材・頭脳流Il¥の側IUIも何定できない (Kakazu.

1991年参照)̂ '~i{l:: 人 11のぬ外流出による急速

な人11構成の「尚齢化」は.特に円本の離ぬの

JtIJ.lIの課題でもある。人11 iJfElI¥によって.性的

インフラのみならず. 1医療.教育，環境保令.

地場産業なども維持11¥米ない離島が明朗lしつつ

ある また.よく指摘されていることだか. JA: 

件技術苔が一人欠けただけで.J::;の発屯. イン

フラ維持などにJE防をきたすこともある

(7)高いサービス産業依存

経済発展の「経験ildllJJとして経済成1<(こ

伴って.生産の i二役はIq然資源(上地 .i1IJ:l下)

を活用した股体漁業から~I:停資本を主体とした

製造業(工業)に移行し.その後人的資本及び

XJI減 ・情報を j:体としたサービス生雌へとjj[泌

する(I:ill2 -5. K lIzncts. 1965年参t!日)。これ

は所得の成長に1'1'って.人々のニーズがモノよ

りも教育.hY紺サービス.以来.スポーツ.旅

行.医療介護などのサービス庫業にシフトする

傾向にあるからである むろんそノそのもの

も.これを使うノウハウがfドわなければたたの

「ハコモノ」である しかしながら.品帆経消

にはがJ述の「胤悦の純情性J. r範IJ~の純情刊:J

が欠如l しているため.大J~~ 製造業の比較催杭作

はなく.農林漁業'!:，)rから製造業をスキップし
て.いきなり観光.労働サーヒスの移輸IB.オ

フショア金融なとのサービス雌業へと移行する

ケースが顕著に叫黙される

特にハワイやi'I'制のような・人吋たりj刑!}水

W，が向い|刻版料消ドの向棋経消では.粁i庁の
「サービス化が444FAに進行する (閃2-6) 

ハワイはほぼl∞%の所得を観光や基地収入な

どで稼ぐ以而.物資のほとんとを移綿入に依{{

していると7Tえる i'l'純もほぼハワイ粍消の桃

遣に額似している |χ12 6でみるように.ほ

とんどの品棋終消で.鉱業を合む製造業の比》ド

は2~I~J以下である 85))"人の人11を擁し. Ih 1¥， 
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jl: : r位果」には• Cl林水~:'R. r 襲i匙~J には鉱業. rサービス業」 にはすべての郡 := 次厳~が合まれてる
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図2-6:.Q刷経済におけるサービス産業のウエイト.2011年(産業別所得， %) 

半i下J与棋経i所で最もPF:.米:の多械化が進んでいる

フィジーは.砂糖.海産物.粉末カヴァなどの

第六次産業と故んでEUの特Jぷ関税によるアパ

レル製品の輸出も雌んになり.製造業所得は

2測を超しているのサモアの製造業比本も高い

が.これは伝統的なココナッツ製品.段産加

工.アパレルに加えて. ビール生産. n本資本

によるn動Ilt部品L場(政府耶mに次ぐ第二の
屈Jlj圭)の存在によるものである。むろんこれ

らの主要製造j佐は，輸出先の 「特忠関税J.問

内優遇借it'tで保護されて存続しているという背

討がある。

(8)観光一島棋型産業

マツエロリー (McElory.2∞6)が島棋経
済の最大の特徴を「ツーリズム経済 (SITE:

SmalJ Island Tourist Economies) Jとよんだよ

うに• Jゐ棋のサービス産業の巾で.最も成長が

期待されているのが制光産業である。グアム.

サイパン.パラウ共和国.クック諸ぬでは外

貨の太平を観光pf:.業が稼いでいる(梅村哲夫.

2∞6{ド参照) もろん.ハワイ. 1111純でも観光

がリーデイング版業になって久しい 、j誌棋経済

が成長のエンジンを観光産業に求めるにはそれ

なりの根拠がある。第一に.観光産業は不特定

多数の外米容を対象にしていることから，その

ニーズの数だけ.様々なl稽好と所得に応じた脱

光メニュー(商品)があり.向になんらかの魅

}J(法典)あればあるほど観J(;消費者を芯きつ

ける産業特性がある。特に向棋は.ユニークな

地埋的特性を備えているのみならず.品独特の

よ朴さと泣かな文化 ・歴史を有している。第て

に.観光産業は.市場脱棋に応むきれない「被

合唱産業Jで. まさしく t作六次産業(1次x2

次x3次)の典明的なものであるの

第三に，観光産業は.域内産業述関効果が他

産業と比較して高いことが分かっている(嘉

数啓編著.2014年参照)。観光産業は「対外収

支表Jでも「サービス業Jとして分類されて

いるが.実際には「サーピスjと同時に fモ

ノJを「移輸ilUして「外貨Jを稼ぐ産業でも

ある。例えば. 2009年における沖縄県内での観

光消費支出の26%は「お土産」の購入だが.こ

れは製造品の移愉11¥とIliJじである。さらに21%
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図2-7:島棋の f観光浸透度J.2011 年-2012~手

は飲食主H¥だが.その原材料には多くのぬ内産

政水庁物やその加1:品が使われていることか

ら. I~l水版物移輸tH とほぼ同じ効果をもってい

る 移輸出との述いは.通関手続きがなく，し

かもモノ・サービスが移輸出先ではなく.県内

のrrot光地」で購入 ，m貸されていることであ
る 従って.制光mt~の械内循環効果は移輸11\

より(:0いゅ版業辿|則長で弘ても.観光消費の'1:

i>'(i_波及効*は1.7で.公共事業の(1.9)にlJc敵

し労働集約型脱~であることから.師川作W\

幼栄も向い (Kakazu.2014年参照)。

第114に.観光産業は.地域以透度(観光答数

/定11人I1)の比較的向い鹿業であることも分

かっている。illl縄県内の地j或問所得格差はここ

数年拡大してきているが.その要国の一つが観

光所仰の f没透度J栴>>.である(凶 2-7) 

制光の悦透度の向いぬ棋地戚は. 一人、月たり所

何も，，'，'jいr このことから.矧光後進地域での観

光船興は. J好1恐怖i誌の縮小につながることを意

味している 例えば.八且山間峨の観丸浸透度

を f人I1に対する制光客故の;剃合Jと「総所得

に対するおt光収入の?則合Jで測ると.2012年で

それぞれ1.1依.'I 1 c?oとなっており.宮内問域の

それぞれ81九 1800と比較しでかなりの絡基が

ある その制光悦透度佑去を以映して.7守山間

域の一人吋たり所仰は八呪111r.~棋間J戒の93%で

ある 日市山肌I~I域内での所得幡iEはもっと太

きい。

第五に.lJl光託業は所得11j(件 f~iが高く.所得

のI:H・以 J-_ に lJ比 iξする ~.)tl をもっており.ハワ

イやシンガポールのように.小規検地域でも113

付加価仙のサービスを提供することが可能であ

る 第六に.さらに品安なことは.観光淀業は

f千平n・交流陀業jであることである 観光来
栄は「物礼進IIIJのみならず. ~nCE (会Jt.

奨励-!t会・イベント)と称するあらゆる将

官!の交流.サービスの消費で成り企:っている

従って紛争・危険地.あるいは凶を閉ざした地

域での制光郎業は成、i:しない

以1.の制点から. 11必光ff.業はぬ棋経済にJi;:も
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図2-8:島峨経済の財政及びOOA依存度.2011年

適合した産業形態であることは間述いなし、。た

だ.野放図な観光産業への依存は.観光産業を

文える品棋のn然環境を{破壊し島民との札
傑を生み.ぬの持続発脱につながらないケー

スもすでに報侍されている (Kakazu.2012年

Chapter 8参照)。

(9 )肥大化した政府 (ODA-公的支出依存)

BertramとWatters 0995年)が.移民

(MIgrat..ion) .送金 (RemiUance).媛助 (Aid).

官庁(政府)(Bureaucracy)の頭文字:をとって

rMIRABJ経済とよんだように.島棋経済は移

民.11:1掠送金とOOAなどの海外按助.肥大化

した政府支出によって維持されている特性があ

る。巾でもODA'政府支出依存僻造は.ぬ棋

経済のJ提山のrjlに深く組み込まれてきた。(一)

ですでに論じたように.列強による幾重にもわ

たる被植民地の歴史と 111宗主匝!との関係はいま

だに述綿と続いており. (六)で詳述する海外

援助による政府活動の肥大化からの脱却.或い

は白立化は向棋地域の共通の戸製誕iである。

Jゐ棋経i斉に|現らず.経済規模が小さければ小

さい程.財政への依存度は向くなる傾向にある

(問2-8)。超ミニ経済であるクック諸ぬ.ニ

ウエ. ミクロネシアなどでの政府支11¥のGDP

比率はじつに 8 割強に達している。 l~ lUj企業で

は保鉢の合わない事業が多いため.いきおい政

府があらゆる分野で面倒をみなければならない

ということもあるが.公務に対するあこがれ

と • Jる棋同独特のネポテイズム(縁者びいき)• 

外国援助等が相乗して政府の肥太化を招いてい

るといえる。

(10)高コスト経済(物流コス ト・輸送リスク)

向棋経済発展に関するあらゆる調丘報告占

は.割高な輸送コストと定期・安定的な物資 ・

人の輸送が単一の最も重要なぬ臓発展への阻~.'f

安閑である.としている。品棋地域における輸

送問題は巾.に'EJ}f.生前コストの割高というだ

けでなく .fìJ~瓜災害などの緊急時における物

資の安定供給というより重要な側而をもってい

る。烏棋研究の先駆者.宮本常ーの調慌による
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その他のコスト

港湾貨物取扱料

特別手数料

基本料

米国+那覇 米国+横浜 米国→台湾

it: m ~;IJ 下肢科J，よ.JJIS新t岳写の連合亦'ドを111しているj也Ji港湾に認される科念。
「その他のコスト|には. iti1't，~税. 宇なわちt.H};I~J1M科{あるいは;Ij1J11科)で.4件変動凋税
コストと.燃料倒防i舛にrt・うバンカー修正(燃料仙陥カγド治した場合はマイナλ)が合まれる
Il¥ifr 11本貿易振興会 i中縄税関
図2-9:船舶コンテナ輸送コストの比較， 2012年 (40フィートコンテナ， US$) 

と.r応のiti大の不平IJ件は交通であり.交通が
ネックで.瀬JI内海の品々はいつもまず食料開

地でおびえていた-I (宮本常一， 1969"F) 

向棋であるがゆえの輸送コストの不平IJftをぷ

す1'(if(なデータがある(1:1(12 -9 )" 40フィー

トのコンテナを米lil西海jFから那覇へ輸送する

と 2012年収{I:で米同~柿i民間の1.創作.米国

-fì~ヒ間では'_kに1.9怖のコストがかかる 釘i

離的には米|正I--Jm輯が米11l1-台北開より剣い

が.輸送コストでは全く逆になっている 何故

か その砧大のJ1ltdlが「ベースポート指定」で

ある ベースボートの指定は.民間同体である

村I-tl法人日本船主協会(JSA)によってなされ

ている 復制liiIのJ1IS覇港は. 'I(・JI物資の船仰が

多かったため.ベースボートに指定されていた

が. ~1帰後は航全機輸送への切り梓えもあっ

て.海運賃物取扱い吐が+1は;t的に減少し小焼

悦貨物取扱乱(ロット)からくる損失を補うた

めの「特別手数料jが賦Aされるようになった

つまり貨物 111 に"i:，;じて~二別料金が加計.されてお

り.小現模経済に不平IJに働いている タンカー

料金で]J[S掛jが台北と比較して向くなっている理

1'1は.品棋特イiの輸送リスク.r港湾貨物取扱
料jなど他にもあるが.ここでは，浮述しない。

(11)モノカルチュア的生産・輸出構造

資源及市場の狭小判:の，(1.接の結来として.ほ

とんとの向棋Iklかーの輸出商品に特化して

いることである 南ム千作では酸述するよう

に.輸出所得の火、ドをコフラ.砂織.魚介頼な

とdの第一次p'(1'..'1が占めている さらに輸11¥，Ii場
そのものが111~j~ 1:.問に集中しており. !ゐ蝋|厄|問

の域内貿易は特集-に等しい このようなそノカ

ルチュア的輸出桃造は，いうまでもなく 111界市

場の動きに大きくti.布されるだけでなく.向棋

l討を襲う台風. '1:ぱつ.栴il?出などの1'1然災:13

に対する抵抗)Jにも弱い。

(12)脆弱な生態系

1"1際述合は1970年代から， r地則的に不利な
小山瞬間発注川叫Jについて調査をし. Im1e 

d抱を公去してきた(ll'¥J ECOSOC. 1975年参

一卯 ・
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図2-10:国連加盟小島しょ国の脆弱性指数， 2004年

照)01992年に.ブラジルのリオデジャネイロ

で 「環境と開発に|期するIJiIl捺述合会議J.別名

「地球環境サミットJが開催され.r原境と開発
に関するリオi"[uJとそれを具体化するため

の「アシェンダ2lJが採択された。それを受け

て1994年にはカリプ海の向棋国.パーパドスで

μ1.i1!経済社会M主催の「小山棋開発注上回の持

続IlJ能な開発に関するグローパル会議 (Global

confercnce on the Sustainable Development of 

Small Island Developing States rSIDSI1i1際会

議J)が開催され.小島棋凶 ・地J或の共通の環

境問題，開発ぷ題がJJ義品.線認され.rパ1レパ
ドス行動計画」が保択された(www.un.org/ 

ohrlls参照) この会議に乍省も点.門家の立場で

参加した。

第3いlのSIDS会議は2005年に.インド洋の

ぬ棋同，モーリシャスにてl}fJ1Uiされ.小島棋問

題の解決にIf.Jけた「モーリシャス戦略」を採択

した。特に気候温11，変化による海而水位の l'.持.

I~I 然・環境災2ti t主物多機性.廃棄物処理，エ

ネルギー.持続可能な開発.グローパル化.教

育文化などのi深見11と解決に向けた政策のあり )j

を取り上げている。第4回会議は rSIDS間際

年Jと銘打って.2014年にサモアで開催された

(SIDSnet : http://www.sidsnet.org/参照)。凶

際社会が小島棋の両面するユニークな開発課題

に取り組んで20年の節Uを迎えるが.第4回

SIDSのホスト困であるサモアのトゥイラエパ・

サイレレ ・マリエレガオイ首相は.r小島瞬間
の状況は20年前より悪化している」と断召して

いる (SIDSnet: http://www.sidsnet.org/)。

凶際述合は. 1990年代から36カ閣のSIDS

の脆弱性指数 (Vu1nerability lndex) を作

成している(具体的な弥出方法については.

Briguglio. 1995年:Doumenge. 1983年参照)。

指数は.経済社会.向然.環境.災:11-.教育.

医療などの50の指標を総合的に指数化してn:ll¥

されている。すべての凶述加盟国と比較した

2004年についての指数は岡 2-10の通りであ

る。「強制性」を有する小島瞬間はゼロで.r高
j脆耐性 (36%)Jと「起脆弱性 (36%)Jの小島

棋倒が小島棋凶全体の72%をfiめて.対象|五1.

地域の41%と比I院しでも概端に尚いc

2007年にノーベル'y.和賞を受賞した同際

-91ー
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迎合の「気候変動に関する政府間パネル

(Intcrgovernmental Panel on Climate Change， 

IPCC) Jの朝日行川 (2007年)は，地球j品l暖化に

よる海面上昇や内然災害.人為的な過度の開発

によって島唄1'1.地域が最も悪影響を受けてき

たとして.早急な対策を挺Jしている。特に自

然環境に依存する農水産業と観光産業のダメー

ジは大きいι 市太平洋に佼il'する珊瑚礁の島棋

11t1.ツパルとキリパス共和同は海面上月.による

「水没する品Jとして，地球i品暖化のシンボル

的な存在になって久しい。NIIKの fワールド・

トレンドJ(20日年11月10日肱送)は.キリパ

スの現地情報を生々しく報道した。)1二Ij水. タ

ロイモ畑に海水が入り込み. 日常生活そのもの

が成り立たなくなりつつあり.島を離れる島民

も附加しつつある。2050年までに国士の大半は

削減するとの報告がある。「政府は思い切った

対策に出た。 打者~のある向から2000キロ以 k離

れたところにある同じ南太平洋の島問.フイ

ジーで広大な k地を買う計画を進めている、広

さは約2000ヘクタールで購入額は日本刊で8億

円余り。まずは位地として使い.主食のタロイ

モなどを育てるノJ針。そして将米はこの十:地に

キリパスの同民が移り住むことも視野に入れて

いる)J(NHK，iij掲報道)。戦争で国が消滅した
例はいくらでもあるが.同辿加盟の屈がn然災
:iFで消滅するという事例はない。島に肘住する

lO)J人の生活打はどうするのであろうか。一つ

の解決策は.ナウルが隣のオーストラリアへの

集団移住を提案しているように.周辺友好同へ

のu!問移民である。フィジーのナイラティカウ

大統領は.キリパスのすべての国民を20∞キロ

も雌れたフイジーに受け入れる用意があると表

IV jしているが.実際には多くの難問をクリアす

る必要がある その前に.大1'1によってもたら

された温暖化を止める)j策が見つかるかどうか

である。

み;論を執1¥している時点 (2014年8)J)で.

ソロモン諸島政府は.海抜2メートル以ド.而

般1.5平方キロの阿国のタロぬが気候変動によ

る海面I:.fi.で近い将来に水没の危険があり.対

jiEのチョイセル向に8∞人のj諸民を移住させる

計l時を発表したι 今後の1<H.定変動への対応モデ

ルになるかどうか注Hしてよい。

(13)植民地化の遺産

千余の品々で構成されているインドネシアの

モルッカ諸島や木、ILi下の品々 には， 15--17世紀

の f大航海時代Jに.T f-やナツメ ッグなどの

件半料.金.銀などの針金M.新たなfl劫ル}

トを求めて.次々とヨーロッパ列強が進出し.

植民地の起がかりを築いた n本が阿洋と接す

るはるか以!日iに.これらの品々はヨーロッパ文

明と接触し 19世紀の終わり頃にはほとんどの

向棋地域が列強の植民地となり.幾iJi:もの分割

統治行われた。フランス領ポリネシアなどま

だ宗主国の支配ドにあるところもある。.n((民地

化はキリスト教の普及.1i幣経済の導入にとど

まらず.部朕(ムラ)社会における統治のあり

)jを変え.門人の植民.プランテーションl足場-

での働き手として.アフリカから奴持労働.イ

ンド.中国などからのIt¥稼ぎ労働者の導入を促

進した。結果として経済札会の三基椛ilLつま

り伝統的な生イ'{(上着)部門とプランテーショ

ン民業ιこ象徴される近代ILp(i部門が併存すると

IIiJ 11与に.複雑な多民族社会を形成するに預っ

た ぬ棋によって差異はあるものの.植民地化

は.西洋文明と部政社会が完令に融合せずに併

合:する複雑な統治形態をもたらしたが.それが

顕執・に具現化しているのがけj木、利下のぬ棋同・
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地域である CCrocombe.2011年参照)。

前述の島腕経済の貿易依存体質，財政の肥大

化，経済のモノカルチュア化，砂糖プランテー

ション，鉱111.観光産業などへの移民労働によ

る多民族化などは.植民地統治の「遺産」であ

る。向棋独立問の大半が英同のi円相民地で¥そ

の多くが現在でも英連邦内にとどまって特別な

関係を維持している。品棋問の中には独向の通

貨をもたず.通貨政策が今だに旧宗主凶の掌中

にあるところもある。例えば.独立国でありな

がら.パラオ共和国. ミクロネシア連邦.マー

シャJレ諸品共和問，パハマはアメリカドル.キ

リパス共和同.ナウル共和同，ツパルはオース

トラリアドル.クック諸島.ニウエはニュー

ジーランドドル.セントへレナ. ジャージー島

はイギリスポンド.フランスのユーロ一通貨闘

移行後も.ニューカレドニアは現夜もフランを

使用している。

カリブ海.太平洋品棋同・地域と!日宗主岡

(現在のEU)聞の強附なつながりを示す例とし

て， 1975年にトーゴの首都で調印された「ロメ

協定」がある。ロメ協定は2000年6月に商アフ

リカのベナンでi調印された「コトヌー協定」に

引き継がれ.加盟品瞬間は「ー般特恵関税制度

(GSP) Jの優遇情置を活用して無関税でEUに

向同製品を輸出できると同時に.種々の開発支

援を受ける取り決めである。この協定は. ヨー

ロッパ列強が.これらの品棋国を植民地として

支配していたことに対する償いの意味もある。

ロメ協定による優遇措置の結果として.これら

の品瞬間の貿易が特定の同・地j或に集中すると

いう傾向がある。

(14)国境の島一機会かそれとも脅威?

国境の線引きは基本的には政治的 ・軍事的要

閃によって決まるが.同境空間に位置する島々

の人びとは f境界のゆらぎ (両属性)Jによっ

て境界を白由に往来して交易に従事し.豊かな

宅前を営んでいたことが知られている(村井章

介.2014年)。中国と U木の同境に位位した琉

球がその両属的位置をフルに活用して中間一琉

球ーアジア一円本を結ぶ多国間交易に従事し.

琉球の貸金時代を誕歌したのはそのいい例であ

る(高良倉吉， 1998年)。ギリシャ最大の品.

クレタ烏も地中海のトルコ.ギリシャ.エジプ

トの中間に位置し，紀元前2∞0年頃に国境貿易
で栄え. iミノア文明」と称する占代文明の発

祥の地となった。カリプ海に浮かぶ人1J7万人

弱のセントマーチン烏は.植民地分割の典~例

で.北半分はフランス領 南半分はオランダ領

になっている。この烏は 「凶境線が横切る小

島Jというウリで，評判のリゾート地になって

おり.フランス領とオランダ領との聞はパス

ポートなしで自由に往来できる。

しかしこれらは例外的で.国境の島は古代

から現代に至るまで， i紛争の地Jとしての記

憶が支配的である。南米北部のパリマ川河口の

広大な中洲に690'1'-・方キロのコロコロ島がある

が.島の上をベネズエラとガイアナの国境線が

走っていて. IIIIJ国の紛争の烏として話題になっ

た。1960年代の後半に，アムール川の支流，ウ

スリー川(江)の中洲に浮かぶ「珍宝島(ロシ

ア名はダマンスキー島)Jの領有権をめぐって，

中岡とソ連との聞に核爆弾の使用までささや

かれた軍事衝突が起こったのは記憶に新しい。

「珍宝島紛争Jは， i河川を凶境にする場合は主

要航路を国境線とするJとの国際法の原則に

沿って.ソ述崩域後に解決をみた。

島をめぐる軍事衝突で.われわれの記憶に

鮮明に残っているのが南大西洋に位置する

内
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「フォークランド島J紛争である。同品はイギ

リスが実効支配しているが.アルゼンチンが領

有権を主抜し，イギリスの海底油田開発をきっ

かけに. 1982年に武力衝突に発展し，両[正!で

900人を越す犠牲者を出した。I誌はイギリスが

奪還したが.今日でも紛争・は収まっていない。

2010年には.構図と北朝鮮の軍事境界線に位慨

する延卸向(ヨンピョンド)で.北朝鮮軍が突

然砲仰170発を発射.時間tf(が応戦しJJ1.民を

含む4名が死亡した。

国境の品をめぐる紛争で.2014年5月現在.

もっとも世界の注目を集めているのはスプラト

リー (SpratlyIslands) Y..は「南沙諸島(中11(1)J. 

「チュオンサ詰・島(ベトナム)Jとよばれている

南シナ偽に浮かぶ750余の極小の島々である。

中国は.これらの島々のすべての領有権を主張

し 1，I1Jillの5カ問 ・地域(ベトナム.フィリピ

ン.マレーシア.プルネイ.台湾)と争ってい

る。特にベトナムと中間との争いは現時点で ー

触即発の状況にある。これらの島々は，太'r-洋

戦争前「新f+H下群島j の~，で日本が領有し， u 

本が統治していた台湾の尚雄市に編入されてい

た 1970年代に.大油mとガス回が発凡され.
世界有数のシーレーンということもあって.安

全保|培の悦点からもirrt予同が領有権を 1:縦し.

分割l実効文配をしている。'1'凶は.沖縄りよ所凶

の尖間"青島(中国名釣魚島)でも. 2012'rド9Ji

に日本が同日青島を困有化するに及んで.r怯心
的利様」を確保すべく制イf権を主張して， 一挙

に攻勢に11¥ている。

中|王|はIliJ諸島を含む「防雫識別圏 (ADIZ)J

を設定し聡視船を繰りfHして日本の領海松犯

を繰り返している。円本は尖!制諸島以外でも.

領有砕をめぐって斡凶と竹品(韓同名独ぬ). 

ロシアと北)j4島を巡って争っていることはい

うまでもない。

(15)島蝋海洋(海底)資源は救世主か

品棋経済の未来像を診察する際に.市[IJ~. 航

路での戦時的位低と|司l時に.本開発の海洋資源

が眠る広大な排他的経済本J戒 (EEZ)のi品川に

夢を託す人も多いc 14の太、利下島棋凶か加盟

する rA:'F洋諸島フォーラム (PIF)Jに凶す
るEEZは.地球表I師の i分のーを，Jiめるよ、ド

洋のほぼ全域に広がっている。「その泌氏資源

が. ):~棋"~凶に帰属するということは海底が陸

地化するということである。つまり.太平洋の

ほぼ、1:分が粁済的に“開地化"し鳥肌;:~lïq は

“地理的に大陸化"するJ(単111光点・黒m1(，人.
2012'rド)。

メラネシア (5カド1.地域).ポリネシア (9

カ同・地域)• ミクロネシア (7カ同 ・地域)

の陣地総i自i~jléは約55H 、 1'-}jキロだが，その海洋

面積 (EEZ)はじつにその100倍強の約5.7∞Ji

平万キロに及び. 世界[!i大の大陸である人1117

億人が持らすユーラシア大仰にほぼ匹敵するの

EEZの大きい1mに並べると凶2-11の通りとな

る。フランス領ポリネシアのEEZは陣地l而払の

1.4∞併にもなり.日本の1111. t:面積の13併にも

なる。EEZ面積/陵地fMfi'l比でltiも大きいのは

マーシャル諸島述邦で. 1 Ji 2千倍のf(Ijtl'(であ

る。

海底の「陣地化Jとは.むろん海底資源発掘

技術のi住民により.海j収資源が陵地と阿保に先

制・活mできる時代の刈米を怠l味する。確か
に. hぐドi下のEEZ内でイi7，11. ガス. メタンハイ
ドレートやレアメタル・レアアース(希少金同)

を合む海底熱水鉱床，コバルト，マンガン鉱山

などが次々と発見され. ，l8.:mになっているの沖

縄伊干似品沖でも金・剣などを合むH本lti大級
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図2 11:太平洋島鎖国 ・地域の海洋面摘 (EEZ)の大きい順10位まで

の熱水鉱床が党比されi訊-地になっている。rr朝
日新IlHJ(2013年II)J111)は.r木、IL洋のj毎
J託.ffrゴールトラッシュー資源求め争奪戦」と

題して.hE近のiM-Ji(:校iJhWfJ党のフィーパーぶり

をfUじている I，.J ，j.~、は. r 11411i1とほぼ同じ大き
さのフィジーは令や飢の昨山[正!む大脱税な銅の

保持11にII'JけたrJ:.11t:もj江んでいる。広大な海が.
このIviム‘Vi下随・の人気リゾート地を「資源太

r.~1Jの伸に押し上げようとしている どの回

も • i1IJ:I;~線から約370キロ i'l' までを排他的経済

水域<EEZ)として.鉱物資源のイHtを凋べた

り開発したりする純利を持っている Jと報じ

ているが. '~際に資源保1f.開発に関わってい

るのは川辺の1.来いlか多11<1旅企業である 白旗

地峨における御成資源の尚業化はまだ先のこと

だが.漁業怖I"Jf;f<.r 術JK:.資源、1m発線不IJJを必
るチャンスに必まれていることだけは雌かであ

る

3.小さいことはよいことだ (Small

is beautiful) 

j斗棋続i舟の 1・'比:特十1:をみてきたが，その多

くは絞消党民へのマイナス波~1刈とみなされて

いる，しかしF.シューマッハ (1973年)のいう

f小さいことはよいこと (sma自isbeautiful) J 

がないわけでもない シ」ーマッハによると.

経済発民をIqlむものは.人11や 1:地の規換で

はなく.そこで作らす人々のr1司、工への立忠
(viability of pcople)ー である (Schumacher.

1973{ド)。

先述した f胤悦あるいは範開の経済.つま

り粁消胤肢が人きく. di場が多像化している経

済ほど・人吋たり所科はIl--5い.とする従米の常

減は，Fしいのであろうか |吋 2-12は.人11

胤肢と腕'n JJ 、 I~削I (PPP)で測った一人吋たり

所得をぶしたものである このIUtられたデータ

を見る限り.人rI及び1M杭と日人吋たり所得は

p
「一
v
n
p
 



品観研究部 16 ~J' 

回，∞o U.S.ドル 人口(千人) 16∞ 

70，∞o 、 - 14∞ 
人口 (右軸)

回，∞o 112∞ 
ー人当たりGDP

却，∞o (左軸) 10∞ 

40，∞o E 回0

30，∞o 伺o

20，∞o 泊，ω ，弧一広日山@眠m区。
唱I!iヲ z唱~2羽A蝿9 .圃 --司........I 4。∞o 圃.. 2司司P 21，叙)()21，70∞o 一 ! 

10，∞0 ・ ・・・・・ 18，但61200 

o - J・・園田園・・・園田園圃j。
/角 y 。λ 母~ ~. _4+ .x.4f:>+♂♂ fbJ JJ 。/I i?.4J ょiJ U、吟十 制手元メペ.ぷピ/

zf JAベ/‘ぷ ノrJ/ 「ぷぺf

♂ dJJγ 。♂
ぺ)• 

¥'H1 :外務省サイト (hup:llwww.mo{ago卯/)rカリブjtf.iJ体 (CARICml)J. 1ft界銀行 「データベースJ
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図2-12:高所得島傾国 ・地域の人口規模と一人当たりGDP(PPP). 2011年

ほとんと関係がなく.逆に小品棋国 ・地域ほ

ど.所得は尚ぃ傾向にある カリブ海に浮かぶ

人117万人ω.1M fl'e53、ド万キロのイギリス制パ
ミューダ向の一人吋たり所得は|せ界トップクラ

スである。人1110}j人弱のジャージ一応もハワ

イを 1:1111っている!ハワイそのものの一人当た

りpjf件も.アメリカの50州の千均を上Inlってい

る 人115)j人のケイマン日青島. 3万人の英首i

ヴァーシン，.I'iぬも.先進工業同クラプとよばれ

ている粁済協)J開発機紘 (OECD)平均より尚

い弘前水~をエンジョイしている 一 人1ì40)j前

後のハハマ及びマルタ共和11i:1の一人当たり所得

は. 1':大人J".1である'111玉!の3倍.インドの尖

に71許である これらの高所持品瞬間・地成は.

地の利を訴かした向付加価値サービス産業に特

化しているョ製造業においても多品位少泣生産

を可能にする 3Dプリンターやナノ技術.距離

の小利十1: を克)JI~するインターネットの進広によ

り.山々の特flを18かした製品開発が雌んにな

りつつある

カリプitlJの多くの品々(凶2-13)は.観光

とオフショア ・ビジネス，キャプテイプ保険.

免税. カジノビジネスなどでi吐界の.w;栴肘 ・多

L!îIl1?企業のm!F)J ~}riì となっている。 むろん. ト

リニダード ・トパゴ.アンティグア ・パープー

ダのように.イ:iirll.ガス.石油精製などの資源

愉11¥で測っている小山棋I!Iもある 品の燐鉱石

を輸11¥して111:伴故山の一人、月たり所得をJって

いたナウ Jレ J~，ft lllll もあるが.資源の枯渇ととも

に.現仕は低所得t~1に落ちこんでいる 資源と

所得の関係については.後述するu

鮮i汚脱悦と所得水準とのII~微な関係は沖縄の

品々についてもTiJl察されている白沖純の多くの

離ぬの ・人吋たり所得は.沖縄平均よりおいの

だ<1χ12-14) 特に.砂梢キピ生産に特化し

た I~J北大点山は. )JIS梢市を抜いて.県内I'J治体

でトップの・人叶たり所得を維持し続けてい

る(fCJl光p[来と地場産業の振興により.波名目子
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図2-13: :カリフ海島眼国・地~概略図
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図2-14:沖縄雌島の人口と一人当たり所得.2009年度

付.うDI)凶町なども那覇市より11μ、所得水準に

ある しかもこれらの応の人rIは波名書村の

約5∞人から')-)JI) 1 kJ町の約1.700人のIIIJにあり.

JJlS羽市の0.6%にも満たない人11胤悦である

品棋経済にIUlらず.I世界胤艇のデータで見て

も.人口や粁i舟脱艇の大きさと. ・人ちたり所

得水堆とのIlIJにはイj.1なな相!則関係がないことが

分かつている (ArmSlrOngand Rcad. 2∞2年

~Jt日) 。

ぬの一人吋たり所得で温IJったりかさと島の大
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きさ(人11. 而積)のtllJにイ{怠な関係がないと

すると.ぬの経済発反を宿命的に受け11:める必

要は全くない。南北大J紅白のケースを与える

と.ぬの比較優位性をが分に活かす政策を打て

ば.絶i似の|阿絶した孤Jゐ?あっても_e~かな生活

をエンジョイできることを物語っているとJえ

る。後に詳述するように.品々には.r)ゐチャ
ピ(術み)Jを吹き飛ばす多くの潜化的な俊位

性がある。

プラサド (2004年)は.r小さいこと」のイi
利性として.r重要でないことの重要fl.(the 
importance of being unimportant)を挙げてい

る。多くの小島瞬間 ・地域は.世界システムに

深く組み込まれておらず. リーマンショックの

ようなIlty~屍般の大変化の忠影響を必小限に止

めることができた。経i所焼艇が小さいというこ

とは.いくら愉出を附加させても最が知れてい

るから貿劫摩擦の心配は起こらない。市場が統

合し易く.小Inlりが効いて外部の変化に対して

迅速で采軟な対応が可能であると同時に.共同

体的体質が根強く残っていて. コンセンサスも

取りつけやすい。また多くの品棋匝iは海洋資源

に忠まれているため.その利用の仕)iによって

は資源制約の克服も可能である。他民地の.ilt産

も.'1:かし)jによっては発展へのプラス安附に

転ずることができょう。例えば植民地U，f代に府

われた「外交資源jによって.交渉力の刷いは

ずのぬ棋1..1が巧みに援助を引き出して経消の崩

壊を泣けてきている という事実もある(必数

件. 1985年参照)。

ぬ4Sイiの共同体的紐，;iY(=緋)はじil'i})の剣」

で.11r.川のイI:}iによっては経済成長や社会発展

の強)Jなプラスの資践になりうる。ただこれま

での研'先から，価値観や胤純を局内でJtイiする

だけでは発厳につながらないことも分かってい

る。 Jゐ帆社会が発展する条件は.強い併をもち

つつも排他的にならず.山を外に大きく I)~J いて

多様なIlt界とつながり.新しい情報や知Aをl吸

収しそれによってぬ棋コミュニティの組織を

活性化することが求められる。
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にあたり、長嶋俊介教授、院生とのd占及び.レ

フリーのぷ紺|で貴重なコメントが大きくJ.~t献し

た。点下ながら感謝111しl二げる。なお、本州の

続きを逐次発点していく YI主である。

注釈と穆考文献

f9J111 ~rl1H (2013年llJJ4 11). 

新川IUJUfi 1村山風上記J.'/: iJえ，1:1，11.2∞51ド.
i也i守弘樹「ぬへの際祁J.新川IVJr新市ぬ風 1:記J.r1fl 
必J.2005年.p.258. 

4毎村1't火rr_~1際観光と t~餓い!の*t清成長に閲するWtU分

析J.f品眼科学1.NO.I. 2α)6年12月.pp. 17-&1. 

京数棚符『故iJ観光開分析ー制j(:/i=のあらたな地γ(._J.

t危iま11:})i.al1{f. 

五話数持 fl1.JJ貨を必えるアジア:成長の竺ftJJ色.;j;;J.* 
iY粁済新線社. 1995 {J' }}.ひIK油azu."Thant. ~1. 

and Tang. M.. ed.. (;rowlh Triallgle.c ;11 .Isi(l: tl 

九r(，W ，1ttrO(l('h 10 Nrgiol/(l[ ECOllomi(' Cooteral;ol1. 

Rcviscd Edition. IJong Kυng: Oxford しniVl'rl.ity

Pr<'ss. 199811:参照.

tE数'(f rl.~慎幸子抗議J. ひる3・社. 1986年.

EZ数作 rI.bしょ|伝i際経済会品に1111仇してJr i'l'制タイム
ス.. I 985{1:7 )J2911-3111 .. 

指数作 f沖縄n立経済への泊Jr新川'縄文学.日. 198.1 
1F. pp. 2 53. 

カール・ライムント・ボパ- rH';::的発見のI~JI]I ・(1959

11・!kf~:" J倣).大内{i-・t+:W，Jt 't1}jリ11'/'(: I制.
1971 {r. 

-98-



品棋学ことはじめ(て)

小 1~iE任 『山続jみ: I'IJ 制の脅H~ に 11: きるJ . 文教凶;t}.

昭和60年.p. 14. 

沢IllI附);ilI{rユートピア1. I!t Wの名 .~'H7. qJ央公論社.

196911ミ.

1河本必徳 rrヤボネシア論の輪車~:白隠敏雌のまなざしJJ.

I
'
1'純タイムス札 1990年.

関谷公ニ『山の粉事11誌1. 思オnl:.198111:. p. 7. 

塩111充当 '!'!:WI前大 fi字上せよ!太子i判る供同一海洋の

「陸地化jと木、I'-j宇Jlilゐフォーラムの21世紀J.rア
ジ研ワールド・トレンドJ.2012{ド3月号.No.l98. 

p.ぬ

斎藤潤 rr止 I~~時j列向:絶海の島々の控かな~j;らし i 光

文社新-.I~. 2∞8~. 

谷川健一 f孤島文化論J.滅的版社. 1972年.

尚良企合 アジアの中の~f球 EI五IJ. 荷・川弘文館. 1998 

~. 

4長村桂 r)己同にいちばん近いjるJ . 角川 m~1. 1966年.

柳凶作19jの f海上の道J.角川文庫. 1961年.

こ木健 fj'l'制.[IB表炭坑史1. 11 本総務評論社. 1996年.

京本1(;'-r符本?比一著作集 4:円本の離島 第 1集1.
米;防士， 1969年. p. 147. 

村井市介 『境界史の構惣 11本歴史私の以新必義1. 敬

文合.2014年.

占川健一点 『ロビンソン漂流Il~J . 新潮l文I収第一部.

1 950'Il'. 

Armstrong. H. and Read. R. (2002) 'Comparing thc 

Economic Performancc of Dependent Territories 

and Sovcrcign Micro-statcsアErollomirDevl!Iotml!1l1 

and Cu/tural ChωIge. vo1.48. pp泊5-3侃.

Asian Developmenl Bank (A DB) (1999) Pursuing 

針。I/omirReform in lhe Pacific. PaciCic Sludies 

Series. Manila. 

Baldacchino. G. (cd.) (2007) .11 World olJslal/ds. 

Malta: Published by lhe Institutc of Island Stlldies 

of Prince Edward Island. This book gives lhe latest 

rich information on island sludies 

Benedict. R. (1946) The C/rrysanllzemum alld l/re 

SlIJord: Pallems 01 jatallese Cu/ture. 1946. 

805t011: HOllghlon Mifnin Co.長谷川松治以 f菊と刀j

l'修談社学術文W.2∞5{1'.

sertram G. and Watters. R.. (l995) 'The MIRAB 

Economy in SOllth Pacific Microstaleピ Pacifir

Viewtouz1. 26. pp. 214-22 

Brigllglio. L. (1995) 'SmaJJ Island Development States 

and Their Economic Vlllnerabilities." World 

Developme1ll. Vol. 23. No. 9. pp. 1615斗632.

Chaudhari. A. (1995. July)“The Cost of Monasavu 

Powcr. the Review." The News al1d Business 

Magazil1e 0/ Fiji 

Commonweallh Secrelarial (2007) A Future lor 

Smnll Slates: Overcoming Vulnerability. London: 

Commonwealth Secretariat. 

Crocombe. R. (2001) The Soulh Pnc/fic. Suva: The 

Univcrsity of Sollth Pacific. 

Doumenge. F. (1983) ViabiliかolSmollJsland Stales: 

A Descriptive 8tudy (UlIiled Natiolls COJ/lerellce 011 

Trade aJld Deve!otme111. TD/B/9閃)• 

lnlcrgovernmental Panel On Climate Change (IPCC) 

(2007) 'Summary for Policymaker: rN: Climate 

Challge. Cambridge: Cambridge University Press. 

Kakazu. lL (2012) Olullawa UZ Ihe Asia Paci.fic. Naha: 

The Okinawa Times. 

KakaZll. H. (2000) The Challenge /or Okinawa: 

ThrivIlIg Locally ;11 a C;lobalized EcoJ/omy. Naha: 

Okinawa Developmenl Finance Corporation. 

K杭azu.H. (1994) Suslainable Develo仰zenfolSmall 

Jslolld EcollomIes. BouJder: Westview Press. 

K必<azu.I1. (2012) Jslalld SuslainabilIly: Challmges (l/1d 

。仲orlullitiesfor Ihe Paci.fic Tslal1ds UI a Globalized 
World. U.S.八&Canada: Trafford Publishing. 

Kakazu. H. (986) Trade arld Development of Small 

Island Ecollomies with Parlicular Emt}zasis 011 fhe 

South Pacグc.Nagoya: The UniLed Nations Cenlre 

for Regional Developmenl. 

Kindleberger. C.P. (1968) !nlernational Ecollomics. 

Illinois: Richard D. Il'win. p. 82. 

Kuznets. Simon (1965) Modem Ecol1omic Growlh and 

Structure. New York: Norton and Harry T. Oshima 

(1987) ECOllomic Growlh uz MOJlSOOl1 Asin: A 

ComtaratiむeSurvey. Tokyo: University of Tokyo 

-99-



向慎研究部 16号

Press. 

KuznelS. S. (1960) "Economic Growth of SmalJ 

Nations.-lN:ビ.A.G.Robinson (ed.). EC()JIomic 

COllSequCl1r('S of /he Size of Natiol1s. London: 

Macmillan， pp.l1-:32. 

Kindleberger. C. P. (1968) /lIlerna/ionaJ Econom;cs. 

Illinois: Richard D. Jn¥ in. lnc. 

t-.larshall. A. (1919> Jlldustryalld Trade. London: 

MacmilJan.佐l)j(n 1;(ぷ.在来貿易諭J. :ii.)C fril. 
1923年).p. 25. 

SiJ bcrstone.八.and Max('y. G. (1959) The Molor 

Illd.~ulヮ'. London: G. Allen & Unwin (/~野i狐J\(lI~ . 

J水芳文Jt n動'IL[~~-イギリス自動市rt~ を

中心とする絞lIVf.的師究i点洋経済新報社. 1965 

~・-
McElory. ]. L. "Small l:sland Tourisl Economies across 

the Lifecycleプ，IsiaJ>arijic凶れlJtoIlll.Vol. 47. No.1. 

pp. 61-77. 

Mcad. M. (1928) ComIl1g of (lf(e In Samoa. New York: 

Morrow.畑中幸r. ， 1 ，本~'a~ ，n rサモアの思イ長期』・
東京佐谷刊Hk 197611:. 

Prasad. K (200 1) -Escaping Regulacion. Escaping 

じonvention:Dl>vl'loprnent Strategics in Small 

Economies'-Worldι'C01101ll;C8. Vo1.5. No.l. pp. 41 

65. 

Rappaport. J. Mutcba. E. and Thcratlil. ].]. (1971) 

Small S/ates ond Trrritnr;es: Slotus ol1d Prnble1lls. 

!¥ew York: ，¥rno Prcss for the Cnit巴dλalions

Instilutc of TralOing and Reちearch:しXITAR.

Royle. S. A. (ω20ω01り)パf仇Jμ('()昭Jぽ'gr吋ゆE

よI.c/mldInsu/arity. London: Roulledge. 

Smith. A. (1925) The Wc(//Ih 01 Naliolls. London: 

Methuen & Co. Ltd.. ~th cd. 

人内兵衛・鮫川七郎，J~ rよい!民の'/rl1.岩波文/tl，'.11(1羽1
31年~高 3f;7.

Schumacber. E. F. (1973) Sm(l/l is Beauliju/: A Stucly 

ザEcollomIcsas ij Peot/e Jlaltered. London: Blond 

& Briggs. Ltd. 1守政ムnl~ ，R r人間復興の縦i舟'下J.
11i学干1:.p. 53. 

Slcvcllson. Robcrt LOllis (1883) THF.ASURE fSLANρ. 

The Eb∞k Projcct Produced by Judy Bo~:s. john 

Hamrn and David Widgcr (2α泌)にて無料で悦む

ことができる.

United Nations Economic and SociaJ Council (UNF..SC) 

(1975) Ecollomic J>rob/e1lls 01lcl Del'e/otmellt Ne('ds 

01 Ceogra.ρhica/ly l1nrrρisadl'Ollloged f)el'r/otl1lg 

/s/al1d COlmlrIrs:ぶ。t(，by lhe Secretary-Gcncral. 

~ew York: Unitcd "lations. 

United Nations Conferen('(' on Trade and Dcvclopmclll 

(UNCT̂ D) (1974). DCl'(!/opillg /s/(lud COlmlr;es' 

Re/Jorl 01 the p，仰('/01 IJ~r/Jerls. New York: Unitcd 

Nations. 

United ~ation 品 Eco l1 o ll1 ic and Social Counril 

(u~ECOSOC) (1975). SρeriaJ Eco1/omic 

Prob/ems O//(/ρ'rl'c/ntJJ/eut Veeds 01 (;eogratlllc(I//Y 

More DIsadl'anlof(('dρI'I'r/otiug /sJwzd Cozmlrics: 

Nole by thc .(，)el're/aηt.(，'ellcral. New York: Unitcd 

Nations. 

Weber. ~1ax (1905) The Proleslall( Elhic lJ1U/ -'1'111' 

StirII 01 CoρIlal;s1II: Translaled by Slcphcn 
Kalberg (2∞2). Los ¥ngeles: Roxbllη~ Publishing 
Company. 中 1I' 7L，í~ プロテスタンテイズムの倫舟.

と資本 i:誌の*.'lflIl..・ 11純日pH.2010年.

- 100-


